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　　　　　　　　　　 1．緒言

　 こ れまで の 材料 デー
タベー

ス に は引張試験を実施

した結果として の 降伏応力 （0．2％耐力），引 張り強さ，

伸び，絞 りなどは含まれ て い るが，応カ
ー

ひずみ線図

その もの は含まれて い ない．また各研究機関，各材料

メ
ー

カ
ー

に おい て も，それらの実験力哘 われて い るも

の の，応カ
ー

ひずみ線図が整理 、 保管されて い な いの

が現状 で ある，とこ ろが非弾性解析 に 必要となるの は

降伏点をすぎて か らの曲線そ の もので あり，このデー

タが入手困難で あるこ とから，2 直線近似や n 乗硬化

とい っ た およそ現実離れ したデ
ー

タを使用 して計算 し

て い るの 力覡 状で ある．こ うした こ とから，温度依存

性，ひずみ速度依存性を考慮した応カ ーひずみ線図 を

体系的に蓄積してお くこ とは，非弾性解析を高精度を

行う上で 重要な要素 の ひ とつ で あ る といえ る．

　そ こ で本研究で は熱応九 変態応力などの高温にお

ける非弾性解析を高精度に行 うため に必要となる基本

データ，主として温度依存性 ひずみ速度依存性を考

慮した応カーひずみ線図をはじめ，温度 と深 く関わる

熱物性値および 相変態 に 関す る各 種 材料 の データを収

集し整理する方法を，材料情報を蓄積、管理 し解析や

設計などの 各ス テ
ー

ジに直接データを 渡せ る材料情報

統合化 シ ス テ ム で ある M．flC／MVISION を使月］して 確立す

る こ とを目的とする．

　　　　　　幺データベ ース構築の手順

　 材料デー
タベ ー

ス 構築の 手順は以下の ように まと

められる．

　  対象とする材料，現象の 設定

　  入力すべ き情報 の 選定

　  デ
ー

タ記入 用 の 仮フ ォ
ー

マ ッ トの 作成

　  仮フ ォ
ー

マ ッ トに よ るサ ンプル 入力

　  問題箇所を フ ォ
ーマ ッ トに フ ィ

ー
ドバ

ッ ク

　  入力用 フ ォ
ー

マ ッ トの作成

　   実際の 入力

　  デバ ッ ク作業

　　　　　　　 3 収録デー
タの概要

　本データベー
ス におい ては，金属材料，主として鉄

鋼材料を中心 に熱応力，変態応力などの 高温に おける

非弾性解析を高精度 に行うた めに必要となる基本デ
ー

タを中心に収録する．以下 に その
一
覧を示す．

　  基本特性（化学成分，機械的性質，熱処理条件）

　　　 7成分，降伏点，0．器耐九 引張 り強さ，

　　　伸び，絞 り，熱処理条件，組織写真

　  応カ
ー．
ひずみ線図

　　　温度依存性 ひずみ速度依存性

　  クリ
ープ曲線

　　　応力依存性　温度依存性

　  弾性定数とそ の 温度依存性

　　　縦弾性係数，横弾性係数，ボア ソ ン比

　  熱物性値とその 温度依存性

　　　線膨張係数 比重、比熱 熱伝導率

　　　変態潜熱 変態膨張係数

　  変態挙動

　　　TIT線図，  T線図，　 TrA線図，

　　　温度
一
伸び線図

　　　　　4．データペー
ス の利用法の考察

SUS304材

　Fig．1 に SUS304 の ひずみ 速度依存性を考慮 した

900℃に おける応カーひずみ線図を示す
（1）、こ の 結

果か ら，ひずみ速度の降伏応九 加工硬化係数に 対す

る影響が非常に 大きい こ とが確認される．Fig2 に 0．2％

耐力 σ
， ，

の 温度 ひずみ速度の 依存性を示す 450，

600℃ で は，速度依存性の た め
一
部 逆転が生 じて ，

E・・0．00Wsec の場合に降伏応力が もっ とも大きくな

っ て い る か，こ れ は動的ひすみ時効 （〔hm…unic　Sir、lill

aging ）が原因と考え られ る．

SbC815材

　Fig．3に 真空焼きなましを施した s罵 815の 温度依存

性を考慮した 応カ
ー
ひずみ線図を示す

（2）、組織は炭

素濃度 O．14％の ベ イナイ ト（baiiiate）組織で ある．降伏
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応九 加 工 硬化係数ともに温度上 昇とともに低下 し，

とくに 300℃ 以上にお い て はそ の 傾向が顕著にな る と

い え る、

S45C材

　Fig．4 に S45C の 温度依存性 を考慮 した応カ
ー

ひずみ

線図を示す．この 結果から温度は降伏応力に対する影

響が非常に大きい こ とが分かる．3（刃℃における加 工硬

化係数，引張強さが他 の 温度に比 べ て大きくなっ て い

る の が観 察 され る が ， こ れ は 青熱ぜ い 性 （blしre

shortness） の 影響が 考 え られ る。

　　　　　　　　　　 5．結言

　 デ
ー

タベ ー
ス の利用価値は最初の設計，デー

タの網

羅性 信頼性に依 っ て おり， 広 く意見を求めデータを　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 し
集め て い くこ とは 重要で あ る．現在，日 本材料学会，

塑性工学部門委員会材料データベ ース研究分科会にお

い て作業が進め られて おり，こ うい っ た場で 詳細な設

計やデ ー
タの 収集につ い て議論するこ とに よ っ て ， 利

用者に とっ て利用価値の ある材料デー
タベー

ス を作 っ

て い く必要がある，

　 本デー
タベー

ス を作成するににあた っ てご協力 い

ただい た 日本エ ム エ ス シー  ほか 関 係各位 に謝辞を表

す．
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